
　行政コスト計算書を、家庭の１か月の家計簿に例えてみました。
　月収25万円のうち、みなさんの生活に直結する食費や光熱水費、医療費
に18万円の費用がかかっている計算になります。

行政コスト計算書とは？
民間企業の損益計算書に当
たるもので１年間の行政
サービス費用を示すもので
す。

79億7,693万 ４千円

連結行政コスト計算書【平成26年度連結決算によるものです】

総務課 
　◦大崎救急分駐所増築工事
企画調整課 
　◦ふるさと納税促進事業 
　◦地域おこし協力隊招致業務
住民環境課 
　◦ ごみ出しサポート等事業
税務課 
　◦ 地図XML・土地課税台帳

データ照合業務
保健福祉課 
　◦健康増進事業 
　◦子ども医療費助成 
　（医療費完全無料化を高校３年 
　　生相当の年齢まで拡充） 
　◦不妊治療医療費助成
建設課 
　◦道路改良工事 
　◦特定優良賃貸住宅建物購入事業
耕地課 
　◦ 多面的機能支払交付金事業
農林振興課 
　◦機構集積協力金事業
教育委員会管理課 
　◦大崎小・大丸小大規模改造事業 
　◦児童・生徒用机・椅子購入 
　（ふるさと応援基金を活用）
社会教育課 
　◦図書購入 
　（ふるさと応援基金を活用）

平成28年度の主な事業

平成28年度

歳出
79億7,693万4千円

〔支出〕経常行政コスト
120億7,852万9千円

（85万1千円）

〔収入〕一般財源等
86億7,358万1千円

（61万1千円）

〔収入〕使用料等
 34億467万8千円

（24万円）

会　　計　　名 平成28年度 平成27年度 増減
一　般　会　計 79億7,693万4千円 64億2,655万4千円 15億5,038万円

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 27億2,092万7千円 25億669万円 2億1,423万7千円
水 道 事 業 会 計 2億3,076万3千円 2億2,964万1千円 112万2千円
公共下水道事業特別会計 2億526万4千円 2億2,040万2千円 △1,513万8千円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 16億7,707万6千円 16億6,996万8千円 710万8千円
後期高齢者医療特別会計 1億6,665万1千円 1億6,692万6千円 △27万5千円

合　　　　　計 129億7,761万5千円 112億2,018万1千円 17億5,743万4千円

各会計別予算表

児童や 
高齢者などの福祉に
民生費
14億6,190万3千円

病気の予防や 
衛生的な生活環境に
衛生費 
11億8,487万9千円

農林業・ 
畜産業・ 
水産業の振興に
農林水産業費
7億3,017万3千円

災害復旧費など
その他 
1,404万4千円

議員報酬や議会活動に
議会費 9,587万円

学校教育・社会教育に
教育費 
6億5,930万4千円

借金の返済に
公債費
9億8,467万7千円

消防・防災に
消防費
3億251万8千円

道路・公園の整備に
土木費
7億3,302万円

商工業の振興・観光に
商工費
10億6,564万6千円

庁舎などの維持管理や 
全般的な管理事務費に
総務費 
7億4,490万円

財政分析② 大崎町全体の行政サービス費用を家計簿に例えると？

対前年比　15億   5,038千円の増（24.1％増）

家計簿にすると

（　）は住民１人あたり

毎月の支出
食費（人件費） ３万円

光熱水費（物件費） ２万円
家にかかるコスト

（維持補修費＋減価償却費） ３万円

医療費（社会保障給付） 13万円
お祝金・お見舞い金

（補助金など） ３万円

雑費 １万円

支出合計 25万円
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